
本
年
度
の
取
組

第
4
次
中
期
計
画
「

重
点
目
標」

の
具
現
化

第
4
次
中
期
計
阿
の
重
点
日
標
と
し
て 、
「
教
育
連

携
の
強
化」

を
掲
げ 、

4
月
「
教
育
連
携
小
中
管
理
職

連
絡
会
議」

を
立
ち
上
げ
た 。

こ
れ
ま
で
に
9
回
の

会
謡
を
開
催
し 、

内
部
進
学
推
藤
制
度
の
優
位
性
・

透
明
性
・

公
布
性
を
確
保
す
る
た
め 、

判
定
基
準
や

ク
ラ
ス
別
人
数
等
に
つ
い
て
会
議
決
定
を
行
い 、

帝

塚
山
小
学
校
か
ら
同
中
学
校
へ

希
望
す
る
全
員
の
人

学
が
実
現
し
た
年
度
と
な
っ

た 。

ま
た 、

新
た
に 、

「
教
育
連
携
学
部
・

学
科
長
ヒ
ア
リ
ン
グ」

を
実
施

し 、

大
学
各
学
部
学
科
の
現
状
や
課
題 、

そ
の
解
決

に
向
け
て
の
構
想
を
意
見
聴
取
し
た 。

さ
ら
に 、

昨

年
か
ら
実
施
の
法
人
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
「
教
育
連
携
室

ヒ
ア
リ
ン
グ」

に
改
称 。

学
校
長 、

園
長
を
対
象
に

学
園
内
の
教
育
連
携
を‘
上
な
テ
ー

マ
と
し 、

具
体
的

奥
田

秀
紀

教
育
連
携
室
の
1
年、

教
育
連
携
室
次
長

な
教
育
連
携
の
進
展
に
繋
げ
る
場
と
な
っ
た 。

「
第
4
次
中
期
計
両」

に
学
園
の
あ
る
べ

き
姿
と
し
て
「
帝
塚
山
教
育
を
通
じ
て
変
化
す
る
時

代
に
選
ば
れ
続
け
る
総
合
学
園
を
目
指
す」

と
謳
っ

て
あ
り 、

ま
た 、

こ
の
あ
る
べ

き
姿
を
実
現
す
る
た

そ
し
て 、

こ
れ
ら
を
進
め
る
た
め
中
期
計
画
の
わ

動
計
画
や
各
年
度
事
業
計
画
に
日
標
成
果
物
と
共
に

具
体
的
に
記
載
し
て
い
ま
す
し 、

財
政
の
健
全
化
に

は 、

別
途
「
財
政
健
全
化
計
両」

3
部
作
の
大
学

編 、

中
高
編 、

小
学
校
・

幼
稚
園
編
が
ご
ざ
い
ま
す 。

勿
論 、

私
達
は
こ
れ
ら
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

訳
で
す
が 、

達
成
へ
の

原
動
力
は
組
織
力
で

す 。

し
か
し 、

組
織
が
あ
っ
て
も 、

た
と
え
一

人
一

人
に
能
力
が
あ
っ
て
も
目
標
に
向
か
っ
て
組
織
的
行

動
を
取
ら
な
け
れ
ば
力
に
は
な
り
ま
せ
ん 。

極
端
に

そ
し
て
こ
れ
か
ら

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
・

運
営

「
採
用
試
験
合
格」

か
ら
「
園・
学
校
の
現
場」

ま
で

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
間
設
し

た 。

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

は 、

教
育
連
携
室
設
置
と
同

時
に 、

小
学
校
教
諭 、

幼
稚
園
教
諭 、

保
育
士
を
目
指

す
学
生
の
希
望
を
実
現
す
る
た
め 、

現
代
生
活
学
部

こ
ど
も
学
科
に
開
設 。

4
什
生
に
と
っ
て
は
ま
さ
に

直
前
対
策
で
あ
っ
た
が 、

公
立
小
学
校
へ

延
べ
14
名 、

公
立
幼
保
に
延
べ

20
名
が
合
格
し
た 。

ま
た 、

帝
塚

山
幼
稚
園
に
1

名
が
見
事
合
格
し 、

他
の
私
立
幼
稚

固・
保
育
園
に
32
名
が
合
格
し
た 。

そ
の
他 、

こ
ど
も

学
科
か
ら
小
学
校
教
諭
合
格
を
目
指
し
講
師
と
し
て

活
躍
す
る
学
生
や
一

般
企
業
に
就
職
す
る
学
生
が
卒

業
す
る 。

こ
う
し
て 、

4
月
か
ら
教
員・
保
育
士 、

社

会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
い
く
学
生
の
た
め
に 、
『
F
I

R
S
T

S
T
E
P

教
員・
保
育
士 、

社
会
人
と
し

て
』

を 、
ス
タ
ー
ト

ブ
ッ
ク
と
し
て
発
行
す
る 。

戦
略
的
広
報
誌
の
発
行

2
o
l
7

年
7
月
に
装
い
を
新
た
に
し
た
総
合
学

園
の
広
報
誌
を
創
刊
し
た 。

愛
称
が
「
T
_

t
i

m

e」

と
な
っ
た
第
1
号
を
12
月 、

第
2
号
を
3
月
に

発
行 。
「
T
,

t.
l

m
e」

は 、

在
校
生 、

保
護
者 、

卒
業
生 、

教
職
員 、

学
園
関
係
者
の
方
々
に
帝
塚
山

学
園
の

現
状
を
お
伝
え
し 、

学
園
を
P
R
す
る
た

め 、

年
3
回
(
7
月・
12
月・
3
月）

発
行
す
る 。

田

教
育
内
容
の
質
の
向
上

図

組
織
力
の
強
化

③

財
政
の
健
全
化

め
次
の
3
つ
の
柱
を
示
し
て
い
ま
す 。

学
園
の

和
し
て
同
ぜ
ず

帝
塚
山
学
園
学
園
長

二

次
年
度
に
向
け
て

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か 。

て
い
ま
す 。

の
気
持
ち
に

こ
の
こ
と
か
ら 、

私
は
新
年
の
教
職
員
幹
部
へ
の

挨
拶
で 、

今
年
の
テ
ー

マ
は
組
織
力
の
強
化
だ
と
申

し
上
げ 、

経
営
学
者
の
C
.

I
・

バ
ー

ナ
ー
ド

の
組

織
成
立
の
3
条
件 、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

に
触
れ
な
が
ら
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 。

そ
し
て 、

組
織
人
と
し
て
は
「
和
し
て
同
ぜ
ず」

に

く 。

主
体
性
を
な
く
し
て
む
や
み
に
同
調
す
る
こ
と

は 、

か
え
っ
て
危
険
で
す
と
申
し
上
げ
ま
し
た 。

私

は
全
教
職
員
が
「
和
し
て
同
ぜ
ず」

な
っ
た
と
き 、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
成
就
す
る
と
信
じ

教i
円
迪
携
室

r‘
 

メ
ン
！
ー中

村

誠

冨
江

朋
子

松
本
ま
ど
か

（
写
真
右
か
ら）

学
園
の
重
点
日
標
で
あ
る
「
教
育
連
携
の
強
化」

の
実
現
は 、

緊
急
性
の
高
い
課
題
の
一

っ
で
あ
り
学

園
創
立
80
周
年
に
向
け
て
解
決
す
べ

き
喫
緊
の
課
題

で
あ
る 。

学
園
内
の
内
部
連
携
に
つ
い
て
は 、

各
校
種
間
の

相
冗
理
解
を
深
め 、

総
合
学
園
の
強
み
が
発
揮
し
て

い
け
る
取
組
を
具
体
化
し
て
い
く 。

ま
た 、

教
職
支

援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は 、

現
在 、

3
年
生
約
60
名
が

学
ん
で
い
る
が 、

採
用
試
験
合
格
実
績
を
上
げ
る
と

と
も
に 、

学
校
現
場
で
即
戦
力
と
な
り
得
る
力
を
身

に
付
け
て
い
け
る
よ
う 、

土
曜
日
開
講
予
定
の
「
英
語

力
向
上
講
座」
へ
の
参
加
も
含
め 、

次
代
を
担
う
教
員

の
養
成
に
向
け
た
取
組
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く 。

さ
ら
に 、

学
園
の
広
報
を
ト
ー

タ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
し 、

学
園
H
P
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
（
ス
マ
ホ
対

応）
、

ニ
ュ

ー
ス
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
の
日
々
の
情

報
発
信 、

駅
等
の
広
告
看
板
な
ど 、

対
外
的
広
報
戦

略
の
企
画
な
ど 、

戦
略
あ
る
広
報
に
努
め
て
い
く 。

2
歳
児
教
育
か
ら
大
学
院
ま
で
を
有
す
る
総
合
学

園
と
し
て
の
強
み

を
生
か
し 、

幅
広

い
教
育
連
携
の
取

組
を
一

層
進
め 、

学
園
教
育
の
さ
ら

な
る
充
実
を
目
指

し
て
い
き
た
い 。

帝
塚
山
小
学
校

闘

闘
喜這

佐
々
木
智
子

田
中

葉
子

帝
塚
山
幼
稚
囲

園
長

塚
本

真
紀

尽
き 、

よ
く
識
論
を
し
て
決
ま
っ
た
ら
協
調
し
て
い

③ ② ①

協
働
意
欲

共
通
目
的

呂
え
ば
烏
合
の
衆
に
な
り
兼
ね
ま
せ
ん 。

岡

将

人
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